
２０２０年度（令和２年度）から始まる新しい法曹養成ルート

②両大学で締結した協定は、B大学（法科大学院）から文部科学大臣へ申請

③文部科学大臣は、法令で定める基準に適合している場合は、申請された
協定を認定

※赤字部分が新たに制度化される事項
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◎早期卒業を前提として法科大学院既修
者コースに接続（３＋２）
※特別選抜の合格を早期卒業の判断材料
の一つとすることは可能。

◎法曹養成連携協定に定める主な事項
・学部・大学院一貫した法曹養成を可能とする教育課程の編成
・法曹コースにおける成績評価基準
・法曹コース修了予定者を対象とした入学者選抜の方法 等

◎法曹コース修了予定者を対象とした特別選抜

◎連携法曹基礎課程（法曹コース）の制度化の趣旨
優れた資質・能力と明確な法曹志望を有する学生が、学部の早
期卒業を前提に、法科大学院と一貫した教育を受けることができる
こととし、法曹資格取得までの時間的・経済的負担を軽減

法曹コース以外

①協定締結A大学 B大学
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②申請
③認定

①法曹養成連携協定は、法曹コースを開設するA大学と法科大学院を設置
するB大学との間で締結

１．法曹養成ルートにおける養成期間の短縮（制度的な「３＋２」の実現により養成期間を最大１年８月短縮）

２．法曹養成連携協定の締結と文部科学大臣認定について

2019年度
（令和元年度・学部1年次）

2020年度
（令和2年度・学部2年次）

2021年度
（令和3年度・学部3年次）

2022年度
（令和4年度・院2年次）

2023年度
（令和5年度・院3年次）

2024年度
（令和6年度）
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